
　数学序論第 1回試験準備問題　 2006–6–15 河野

講義では試験問題と同じ仕様でもう 1 つ作ると言いましたが，方針を変更しました。問題数は
試験の 2 倍ぐらいあります。

1 P, Qを命題とする。¬P，P ∧ Q，P ∨ Q，P =⇒ Qの真理表は次のようになっている。このとき

次の問いに答えよ。

P ¬P

T F
F T

P Q P ∧ Q P ∨ Q P =⇒ Q

T T T T T
T F F T F
F T F T T
F F F F T

(1) ¬(P ∧ Q)と (¬P ) ∨ (¬Q) が同値であることを真理表を用いて示せ。
(2) P ∧ (Q ∨ R)と (P ∧ Q) ∨ (P ∧ Q)が同値であることを真理表を用いて示せ。

2 次の P，Qに対し，P は Q の「必要十分条件，必要条件ではあるが十分条件ではない，十分条件

ではあるが必要条件ではない，必要条件でも十分条件でもない」のいずれかであるか理由をつけて

述べよ。ここで x, y は実数とする。

P : x2 + 2x − 1 = 0 かつ x > 0, Q : x = −1 +
√

2

3 次の命題の否定命題を述べ，その否定命題の真偽を理由をつけて答えよ。

任意の x ∈ Rに対し x4 − x2 +
1
5

>= 0が成立する。

4 写像 f : X −→ Y が単射であるとは，「任意の x, x′ ∈ X に対し x 6= x′ ならば f(x) 6= f(x′)が成立
する」ことである。このとき次の問いに答えよ。

(1)「写像 f : X −→ Y が単射でない」という命題を「任意」と「存在」を用いて表せ。

(2) f : R −→ R を f(x) = x2 で定義する。このとき f が単射でないことを示せ。

5 A = { 1, 2, 3, 4, 5 }，B = { 1, 3, 5, 7 } とするとき次の集合はどのような集合か述べよ。
(1) A ∩ B (2) A ∪ B (3) A − B

6 A ∪ (B ∩ C) = (A ∪ B) ∩ (A ∪ C) が成立することを示せ。

7 写像 f : X −→ Y と X の部分集合 A,B について次が成立することを示せ。

f(A ∪ B) = f(A) ∪ f(B)

8 点 (1, 2)と点 (a, b)の中点の座標が (2,−1)であるとき a, bの値を求めよ。

9 点 (3,−2)を通り直線 3x + y − 2 = 0 に平行な直線の方程式を求めよ。



10 次の問いに答えよ。

(1) 点 (2, 3)を通り直線 y =
1
2

x + 1 に垂直な直線の方程式を求めよ。

(2) 直線 y =
1
2

x + 1に関し (3,−1)と対称な点を求めよ。

11 方程式 x2 + y2 + 2x − y + k = 0 が円を表すような定数 k の値の範囲を求めよ。

12 円 x2 + y2 = 4 と直線 y = mx + 4 が接するように定数 mの値を決めよ。

13 次の不等式の表す xy 平面上の領域を図示せよ。

(1) (x − y + 3)(2x + 3y − 6) < 0 (2) (x − 2y + 2)(x2 + y2 − 4) <= 0

14 複素数 α1, α2 に対し次が成立することを示せ。ただし α は α の共役複素数を意味する。

(
α1

α2

)
=

α1

α2

15 複素数
√

3 + iの偏角を求め，極形式で表せ。また複素平面に図示せよ。

16 1の 5乗根を複素平面に図示せよ。


